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平成 1７年度「女性のチャレンジ支援アドバイザー等研修」開催要項 
 
１ 趣  旨 

  男女共同参画社会の実現を図る上で女性がその意欲と能力に応じて各分野においてチャレンジするこ
とは重要である。このため、女性が必要な情報に効率的にアクセスし、いつでもどこでもだれでもチャ

レンジできる情報のワンストップ化、ネットワーク化を図りチャレンジ・ネットワーク環境を構築する

ことを目的として、地域におけるチャレンジ支援拠点等の担当職員を対象として研修を行い、もってチ

ャレンジ支援策の一層の推進を図る。 

 
２ 主 催 

 内閣府男女共同参画局 

 

３ 共 催 

独立行政法人 国立女性教育会館  

 
４ 会  場 
       独立行政法人 国立女性教育会館 （ＮＷＥＣ） 
        〒355-0292   埼玉県比企郡嵐山町菅谷７２８番地 
                ＴＥＬ    ：  0493-62-6711 
                ＦＡＸ    ：  0493-62-6720 
                ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ  ゙  ：  http://www.nwec.jp 
                E-mail    ：  progdiv@nwec.jp 
 
５ 期  日 
       平成１７年１０月２６日（水）～２８日（金）  ２泊３日 
 
６ 参加対象者 

【コースⅠ】 都道府県･市町村の男女共同参画を担当する部局、または、女性関連施設を所管する部

局において、女性のチャレンジ支援に関する施策･環境構築等に携わる職員   ６０名 

【コースⅡ】 男女共同参画(女性)関連施設等において、女性のチャレンジ支援に関する事業に携わり、

コーディネーターまたはアドバイザーとしての役割を果たす職員、および、果たすと期

待される職員   ４０名     

                計１００名 

 

７ 申込み期限・方法 
  （１）申込方法     直接、国立女性教育会館事業課へ郵送・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかで申し込む。

なお、Ｅメールでの申し込みはホームページを参照すること。また、申し込み受信 

後にリターンメールを送るので、リターンメールが届かない場合は連絡すること。 

ＦＡＸでの申し込みは、必ずＦＡＸで申し込んだ旨電話で連絡すること。 

  （２）申込期限    平成１７年１０月８日（土）必着 

  （３）提出書類   「女性のチャレンジ支援アドバイザー等研修」参加申込書 

  （４）決定通知     申し込みの結果については、本人宛てに文書により通知する。参加希望者が定員を

超える場合は、参加希望者の職種や地域のバランス等を考慮し、全日程宿泊参加者を

優先する。 
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８ 所 要 経 費 
（１） 参加費     無料 

（２） 宿泊費    ・10月26日（水）、27日（木） （セミナー期間中） 1泊 1，000円 

・10月25日（火）（前泊）、10月28日（金）（後泊）の宿泊も可能。 

但し、通常料金（1泊1，600円～2，200円）とする。 

（３）食費        1食 １，000円程度（カフェテリア形式） 

（４）情報交換会費 （1日目の夕食を兼ねた交流会） 3，000円 

（５）交通費の補助 コースⅡの参加者については予算の範囲内で内閣府から交通費を補助する場合があ

る。 

 
９ 日程・内容 
 第１日 １０月２６日（水） 
    受 付                              １２：００～１２：３０ 

 （１）開 会                              １２：３０～１３：００ 

① 内閣府男女共同参画局あいさつ     内閣府男女共同参画局推進課長       定塚由美子 

② 国立女性教育会館あいさつ      (独) 国立女性教育会館理事長           神田 道子 

③ オリエンテーション            (独） 国立女性教育会館事業課専門職員     岡野 啓子 

 

（２）「男女共同参画社会の形成と女性のチャレンジ支援について」     １３：００～１３：３５ 

    男女共同参画社会の形成に向けて、女性のチャレンジ支援策が必要とされる社会的・歴史的背景

や女性関連施設が担う役割について理解する。 

       講 師      （独）国立女性教育会館理事長          神田 道子 

 

（３）「国の女性のチャレンジ支援策について －チャレンジ支援ネットワーク検討会報告書等から－」      

１３：５５～１４：４５ 

    男女共同参画社会の形成に向けた女性のチャレンジ支援策についての国の施策･動向と、その必要

性を理解する。 

       講 師      内閣府男女共同参画局推進課長          定塚由美子   

 

（４）「分野別チャレンジ支援の現状と課題 Ⅰ」             １５：１０～１７：３０ 

関係支援機関における主な支援策や女性のニーズ、他機関との連携状況等についての情報を得る。 

①  再就職分野    厚生労働省 
② 起業分野     経済産業省 
③  ＮＰＯ分野    ＮＰＯ研修・情報センター代表理事        世古 一穂 

 

（５）情報交換会                            １８：３０～２０：００ 

身近な人間関係の中で課題を共有し、翌日の課題解決に向けた方策について情報を交換するとと

もに、ネットワークづくりを行う。              

 

 （６）個人実習「分野別支援機関に関する情報のインターネット検索」（自由参加） 

２０：００～２１：００ 

     各地域において、チャレンジネットワーク環境構築を企画するうえで必要な分野別支援機関等の

情報を検索するとともに、他の参加者との情報交換を行う。     
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第２日 １０月２７日（木） 
（１）「分野別チャレンジ支援の現状と課題 Ⅱ」              ９：００～１０：４０ 

関係支援機関における主な支援策や女性のニーズ、他機関との連携状況等についての情報を得る。 

① 農業分野             農林水産省 

② 両立支援 

 

（２）事例研究「“地域におけるチャレンジネットワーク環境整備推進事業”モデル地域事例」  

                                    １１：００～１２：３５ 

平成１６年度から実施している内閣府男女共同参画局の委託事業「地域におけるチャレンジネッ

トワーク環境整備推進事業」を実施した府県から、地域の特性とニーズ、関連機関との連携方法、

実施事業内容、主な課題などの発表を聞き、各自の地域のチャレンジ支援策にいかす。 

コーディネーター    読売新聞東京本社 調査研究本部主任研究員        北村 節子 

① 埼玉県 

② 京都府 

③ 兵庫県 

④ その他 

⑤ 相談事例 

 

（３）事例研究についての意見交換                    １４：２０～１４：５０ 

     

（４）コース別演習                           １５：００～１８：００ 

    【コースⅠ】「ネットワーク連携案の作成」 

  地域のニーズを踏まえた連携相手先・連携方法・連携内容等やスケジュールを入れた具体的

な連携案を作成・発表するとともに、その過程で明らかになった課題の解決策について討議す

る。 

【コースⅡ】「情報のワンストップ化・研修プログラムの作成」 

地域のニーズに応じた情報のワンストップ化の方策、またはチャレンジ支援のための研修プ

ログラムを企画・立案・発表するとともに、その過程で明らかになった課題の解決策について

討議する。 

 

（５）個人実習「チャレンジネットワーク環境構築企画書の作成」(自由参加）１８：１５～２１：００ 

      各地域におけるチャレンジ支援の推進に向けて、地域の実情を踏まえた関係機関等の必要な情

報をもとに、「チャレンジネットワーク環境構築企画書」を作成する。 

          
 
 第３日 １０月２８日（金） 
（１）個人実習「チャレンジネットワーク環境構築企画書の作成」      ９：００～１０：００ 

      各地域における女性のチャレンジ支援に向けて、地域の実情を踏まえた関係機関等の必要な情

報をもとに、「チャレンジネットワーク環境構築企画書」を作成し、提出する。        

 

（２）コース別ワークショップ                     １０：００～１１：３０ 

    【コースⅠ】「プレゼンテーションスキルアップ」 

           男女共同参画部局において女性のチャレンジ支援の施策を推進するために必要なプレゼン

テーション能力の向上を図る。 

     講 師 （交渉中） 

【コースⅡ】「キャリアプランニング、キャリアカウンセリング」   

  女性のチャレンジを個々の状況に応じて支援する手法、取り組み等、キャリアアドバイスの
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視点からのスキルアップを図る。 

     講 師         立教大学コオプコーディネーター          小島 貴子 

 

（３）「チャレンジネットワーク環境構築企画書」の発表         １１：４５～１２：３５ 

      各自の地域におけるネットワーク連携の在り方を発表し、指導助言を受け、地域での実践に結

びつける。 

助言者       読売新聞東京本社 調査研究本部主任研究員        北村 節子       

 

（４）アンケート記入・閉会                      １２：３５～１２：４５ 

              主催者あいさつ   内閣府男女共同参画局 

 

10 女性教育情報センター（本館2階） 
   開室時間は、10月26日（水）９：００～２１：００ 

         10月27日（木）９：００～２１：００ 

         10月28日（金）９：００～２１：００ 

11 事前学習 
（１）参加決定者は、事前に各自の地域において、チャレンジ支援の連携先として想定される機関等に

関する情報収集を行うこと。 
（２）参加決定者には、関連資料をあらかじめ送付するので、事前に学習しておくこと。 

 
12 その他 

１０月２６日（水）の初日と、２８日（金）の最終日は、東武東上線「武蔵嵐山（むさしらんざん）

駅」と「国立女性教育会館」間で、無料送迎バスを運行予定。 
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＊＊＊＊＊これからの国立女性教育会館の事業のお知らせ（予定）＊＊＊＊＊ 

期  日 事 業 名 
主  催 

開 催 場 所 

平成17年11月29日～ 

12月2日（３泊４日） 
女性のエンパワーメント支援セミナー 国立女性教育会館

平成17年12月2日～ 

12月11日（９泊１０日） 
国際女性情報処理研修 国立女性教育会館

平成17年12月10日～ 

12月11日（１泊２日） 
女性の学習国際フォーラム「災害と女性のエンパワーメント」 国立女性教育会館

平成17年11月14日～ 

11月15日（１泊２日） 

共催 

福岡市男女共同参

画推進センター 

平成17年12月7日～ 

12月8日（1泊２日） 

共催 

福島県 

平成17年12月15日～ 

12月16日（1泊２日） 

配偶者からの暴力被害者支援セミナー（基礎セミナー） 

共催 

愛知県 

平成18年1月25日～ 

1月27日（２泊３日） 
女性関連施設相談担当者実務研修 国立女性教育会館

平成18年１月27日～ 

1月28日（１泊２日） 
配偶者からの暴力被害者支援セミナー（応用セミナー） 国立女性教育会館

平成18年２月６日～ 

２月７日（１泊２日） 
女性関連施設等情報ネットワーク研究協議会 国立女性教育会館

平成18年2月23日～ 

2月24日（１泊２日） 
配偶者からの暴力被害者支援セミナー（管理職セミナー） 国立女性教育会館

 

５


